
天
台
学

入
門
書

と
し
て
の

「
天
台

四
教
儀
」

と

「
天
台
法
華
宗
義
集
」

(
S
w
a
n
s
o
n
)

天
台
学
入
門
書

と
し

て

の

「
天
台

四
教
儀
」
と

「
天
台

法
華

宗
義
集
」

P
a
u
l
 
S
w
a
n
s
o
n

日
本
で
は
諦
観
の

「
天
台
四
教
儀
」
を
天
台
学

の
専
門
要
語
の
習
熟

の
た
め
の
入
門
書
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
、
長

い
伝
統
に
基
き
、
常
識

と
成

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
天
台
宗
は
、
義
真
に
よ
っ
て
著
わ
さ

れ
た
入
門
書

「
天
台
法
華
宗
義
集
」
を
も
有
し
て
い
る
。
義
真
は
伝
教

大
師
最
澄

の
同
輩
で
あ
り
、
日
本
天
台
の
第
二
祖
に
あ
た
る
人
で
平
安

時
代
初
期

に
天
台
入
門
書
と
し
て

「
天
台
法
華
宗
義
集
」
を
著
わ
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
書
物
が
撰
述
さ
れ
た
頃
か
ら
ほ
と
ん

ど
使
用
さ
れ
ず
に
き
た
の
か
、
私
に
は
不
思
議

に
思
え

る
。
「
天
台
教

学
の
研
究
」
で
関
口
真
大
先
生

も

「
天
台
法
華
宗
義
集
」
は
、
「
そ
の

成
立
の
由
来
か
ら
見
て
も
、
日
本
天
台
宗
の
用
う
べ
き
天
台
学
入
門
書

(1
)

と
し
て
最

も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。」
と
主
張
し
て
お
ら
れ

る
。

し
か
し
義
真

の

「
宗
義
集
」
は
、
そ
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
た
密
教

と
か
、
日
本
天
台
宗
の
成
立
に
と
っ
て
重
要
で
あ

っ
た
菩
薩
戒
の
問
題

等
に
は
、

ふ
れ
て
い
な
い
。
又
、
義
真
の
死
後
、
日
本
天
台
宗
の
指
導

権
が
円
澄
に
わ
た
り
、
そ
の
後
は
円
仁
の
活
躍
が
目
覚

ま
し

い
も

の

(
2
)

で
、
義
真

の
学
流
は
盛
ん
で
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う

な
背
景

に

よ
り

「
天
台
法
華
宗
義
集
」
が

一
般
に
使
わ
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
そ

の
理
由

は
さ

て
置
く

と
し
て
、
「
天
台
四
教
儀
」
と

「天
台
法
華
宗
義
集
」
を
内
容
の
み
か
ら
比
較
す

る
と
、
ど
ち
ら
が
天

台
学
の
入
門
書
と
し
て
適
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
か
ら
見
て
い
こ
う
。

「
天
台
四
教
儀
」
は
、
大
正
大
蔵
経
に
収
め
ら
れ
、
約
六
頁

の
長
さ

(
3
)で
、
「
五
時
八
教
」
の
天
台
教
判
を
中
心
に
し
て
天
台

の
教
学
を
紹
介

す
る
手
短
か
な
入
門
書
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
内
容
が
、

こ
の
五
時
八

教
の
教
判
に
絞
ら
れ
、
巻
末
に
天
台
の
修
行
法

に
つ
い
て
少
し
触
れ
、

「
二
十
五
方
便
」
と

「十
乗
観
法
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
短
か
く
て
、

非
常
に
よ
く
整
理
さ
れ
た
入
門
書
で
あ
る
。

「天
台
法
華
宗
義
集
」
は
所
謂

「
天
長
六
本
宗
書
」
或

は
、
「
天
長

勅
撰
」
の

一
つ
で
、
空
海
の

「十
住
心
論
」
等

と
共

に
天
長
七
年

(西

歴
八
三
〇
年
)
頃
に
勅
撰
し
、
上
進
さ
れ
た
も

の

で
あ

る
。
そ

の
内
容

は

「
天
台
四
教
儀
」

の
三
倍
く
ら
い
の
長
さ
で
、
大
正
大
蔵
経

の
十
九

ぞ
 

頁
を
占
め
る
。

こ
れ
は
義
真
が
書

い
た
と
い
う

よ
り
も
、
ほ
と
ん
ど
が
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天
台
大
師

の

「法
華
玄
義
」
や

「
摩
詞
止
観
」
(及
び
湛
然

の
注
釈
文
)

を
撰
述
、
引
用
し
問
答
体
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
大
き

く

「教
門
」

と

「観
門
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
義
真
の
序
文

の
あ

と
の

「教
門
」
は
、
(
1
)
四
教
(
2
)
五
味
(
3
)一乗
(
4
)
十
如
是
(
5
)
十
二
因
縁
と

(
6
)

二
諦
の
六
部
に
分
か
れ
て
い
る
。
「
四
教
」
と

「
五
味
」
で
は
天
台

の
教
判
を

扱

い
、
蔵

・
通

・
別

・
円

の
四
教
と

「
浬
繋
経
」
の
乳

・

酪

・
生
酢

・
熟
酢

・
醍
醐

の
五
味

の
比
喩
を
も
と
に
し
て
、
天
台
大
師

の

「法
華
玄
義
」
や

「
四
教
義
」
を
引
用
し
、
天
台
の
教
判
を
紹
介
し

て
い
る
。
ま
ず
蔵

・
通

・
別

・
円
の
四
教

の
教
判
に
よ
っ
て
、
仏
法
の

内
容
を
総
轄
し
、
根
本
的
に
仏
教

の
様
々
な
教
え
に
は
矛
盾
が
な
い
こ

と
を
強
調
す
る
。

こ
の
部
分
は

「
天
台
法
華
宗
義
集
」
の
中
で
最
も
細

か
く
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
大
正
大
蔵
経
の
五
頁
以
上
、
次
の

「
五

(5
)

味
」
の
部
分
を
含
め
れ
ば
全
体
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
。
「
浬
葉
経
」

か
ら
借
り
た

「
五
味
」
の
比
喩
も
天
台
思
想
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を

持

つ
、
仏
陀
は
真
理
を
明
す
た
め
に
様
々
な
教
え
と
手
段
を
使
用
す
る

か
ら
で
あ
る
。
故
に
義
真

は
言

う
、
「
夫
至
理
絶
言
必
仮
言
而
会
理
。

(
6
)

道
非
詮
汲
寄
詮
汲
而
分
階
。
是
以
忍
士
蒼
生
借
八
弁
而
開
聾
替
。
」
理

そ
の
も
の
は
言
語
で
充
分
表
現
で
き
る
も

の
で
は
な

い
が
、
仏
陀

は

「
華
厳
経
」
や

「
阿
含
経
」
か
ら

「
法
華
経
」
ま
で
に
表
わ
さ
れ
て
い

る
教
え
を
通
し
て
、
こ
れ
を
明
か
そ
う
と
し
た
。

こ
の
思
想
は
天
台
学

の
教
判
で
あ
り
、
「
天
台
法
華
宗
義
集
」
で
は
、
こ
れ
を

「
四
教
」
と

「
五
味
」

の
概
念
で
説
明
し
て
い
る
。

次
に

「法
華
・経
」
に
基
づ
く

二

乗
」
の
思
想

と

「
十
如
是
」
の
三

転
読
に
よ
っ
て

「
一
念
三
千
」
や

「
百
界
千
如
」

の
天
台
実
相
論
を
説

明
す
る
。
天
台
宗
は

「
法
華
宗
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

「
法
華
経
」
が
そ

の
中
心
的
な
経
典
で
あ
る
。
そ
の

「法
華
経
」
の
中
枢
と
成
る

一
乗
思

(
7
)

想
を
義
真
は

「
四

一
」
の
概
念
を
引
用
し
説
明

す
る
。
真
理

の
世
界

は
、

こ
の
世
を
超
越
し
た
別
な
も
の
で
は
な
く
、

同
体

・
不
二
の
も
の

で
あ
る

(理

一
)
。
仏
陀

の
教
え
は
矛
盾
せ
ず
、

根
本
的
に
は
統

一
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

(教

一
)
。
仏
教
の
修
行

は
皆
が
結
局
、
仏
陀

に
成
る
た
め
の
行
為
で
あ
る

(行

一
)
。
仏
陀
に
成

る

こ
と
が
、
人
間

の
最
終
的
な
目
的
で
あ
り
、
運
命
で
あ
る
。
(人

一
)
こ
れ

は

「法
華

経
」
の
思
想
で
あ
り
、
天
台
思
想
の
欠
か
せ
な
い
教
え
で
あ
る
。

最
後

に
天
台
独
特

の

「
空

・
仮

・
中
」
の
三
諦
思
想

の
立
場

か
ら

「
十
二
因
縁
」
と

「
二
諦
」
を
解
釈
す
る
。
「十

二
因
縁
」
は
(
1
)
思
議

生
滅
、
(
2
)
思
議
不
生
不
滅
、
(
3
)不
思
議
生
滅
、
(
4
)
不
思
議
不
生
不
滅

の

(
8
)

四
重
的
な
パ
タ
ー
ン
で
解
釈
す
る
。

こ
れ
は
、
四
教
、

四
種
四
諦
等
に

相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、

天
台
大
師
の

「
天
台
三
大
部
」
を
貫
く
パ
タ

ー
ン
で
も
あ
る
。

こ
れ
を
理
解
せ
ず
も
て
、
天
台

の
思
想
は
把
握
で
き

な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
四
重
的
パ
タ
ー
ン
は
、
三
諦

の
基
で
あ
る

「中
論
」
の

「
三
諦
偶
」
に
も
見
ら
れ
る
。
(
1
)「衆
因
縁

生
法
」
(
2
)「我
説
即
是
空
」
(
3
)「亦
為
是
仮
名
」
(
4
)「亦
是
中
道
義
」

が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
空

・
仮

・
申
の
三
諦
思
想
に
よ
っ
て
、
天
台
大

師
は
申
国
で
論
争
さ
れ
て
い
た
俗
諦

・
真
諦
の
二
諦
の
解
釈
を

「
有
」

天
台
学
入
門
書

と
し
て

の

「
天
台

四
教
儀
」

と

「
天
台
法
華
宗
義
集
」

(
S
w
a
n
s
o
n
)
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天
台
学
入
門
書

と
し
て
の

「
天
台

四
教
儀
」

と

「
天
台
法
華
宗
義
集
」
(
S
w
a
n
s
o
n
)

と

「
無
」
の
二
元
的
な
壁
を
乗
り
越
え
、

二
諦
の
正
し
い
解
釈
に
成
功

し
た
。

こ
の
重
要
な

「
法
華
玄
義
」
の
内
容
、
所
謂

「
七
種
二
諦
」
の

説
は
義
真
に
よ
っ
て

「
天
台
法
華
宗
義
集
」
に
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ

(1
0
)

て
い
る
。

こ
れ
ら

「教
門
」

の
部
分
は
、
ほ
と
ん
ど

「法
華
玄
義
」
の
引
用
文

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

説
明
不
充

分
で
は
あ
る
が
、
「天
台
法
華
宗
義
集
」
の
包
含
す

る

テ

ー

マ
を
次

々
と
取
り
上
げ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
も
、

こ
の
書
物

の

幅
広
い
内
容

が
窺
え
る
事
と
思
う
。

次
に

「観
門
」
は
天
台
の
修
行
法
を
(
1
)
常
坐
三
昧
(
2
)
常
行
三
昧
(
3
)
半

行
半
坐
三
昧
(
4
)
非
行
非
坐
三
昧
の

「
四
種
三
昧
」
と
(
1
)
見
思

の
惑
(
2
)
塵

沙
の
惑
(
3
)
無

明
の
惑
の

「
三
惑
」
の
二
部
に
分
け
て
説
明
す
る
も
の
で

あ
る
。

こ
の
部
分
は
主
に
、
「摩
詞
止
観
」
か
ら
の
引
用
文

で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
天
台
法
華
宗
義
集
」
は
、
義
真
の
偶
で
結
ば
れ
る
。

さ
て
、

こ
の
二
書
を
比
較
す
る
た
め
に
、
そ
の
(構
成
、
難
(易
度
、
そ

し
て
天
台
学

へ
の
紹
介

の
書
と
し
て
の
正
確
さ
に
、
目
を
向
け
て
み
よ

う
。構
成
で
は

「
天
台
四
教
儀
」

の
方
が
非
常
に
簡
潔
で
よ
く
纏
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど
五
時
八
教

の
教
判
に
限
ら

れ
、
天
台
教
学
の
幅
広

い
哲
学
を
十
分
に
取
り
入
れ
て
い
な
い
面
が
あ

る
。
「
天
台
法
華
宗
義
集
」
の
方
は
長
く
、
扱

い
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、

又
、
「
四
教
」
と

「
三
惑
」
の
部
分
で
内
容
が
少
し
重
複
す

る
箇

所
が
あ
る
。
例
え
ば
、
両
部
分
に
十
地
等

の
行
位

の
説
明

が
有

り
、

(
1
1
)

「
天
台
四
教
儀
」
ほ
ど
、
う
ま
く
纏
ま

っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
前
述

の
通
り
、
「
天
台
法
華
宗
義
集
」
に
は

「
天
台
四
教
儀
」
に
見

ら
れ
な

い

二

乗
」
、
「
十
二
因
縁
」
、
「
二
諦
」
や

「
四
種
四
昧
」
が
詳
細
に
解

釈
さ
れ
て
い
る
。

難
易
度
で
は
、
も
う
す
で
に
幾
度
か
触
れ
て
い

る
よ
う
に
、
「
天
台

四
教
儀
」
の
方
が
簡
潔
で
、
分
り
や
す
く
、
纏
ま

っ
て
い
る
。
又
、
昔

か
ら
の
注
釈
書
が
多
く
、
現
代
に
於
い
て
も
、
稲
葉
円
成
先
生
の

「
天

台
四
教
儀
新
釈
」
を
始
め
、
数
多
く
の
参
考
書
が
入
手
し
や
す
い
状
態

で
あ
る
。

一
方
、
「
天
台
法
華
宗
義
集
」
は
難
解

な
箇
所
が
少
な
く
な

い
。
例
え
ば
、
「
二
諦
義
」
の
部
分
等
、

オ
リ
ジ

ナ
ル
の
天
台
大
師

の

文
書
の
そ
れ
で
さ
え
難
解
な
所
を
、
さ
ら
に
省
略

し
た

の
で
あ

る
か

ら
、
非
常
に
分
か
り
に
く
い
箇
所
が
あ

る
。
又
、
「
十
二
因
縁
」
の
部

分
で
、
折
角

「
四
種
十
二
因
縁
」
を
紹
介
し
た
後
、

そ
の
内
容
を
明
白

に
せ
ず
、
「縁
起
」
と

「縁
生
」
の
相
違
に
つ
い
て
の
、
あ
ま
り
実

の

(
1
2
)

な
い
論
議
を
展
開
し
て
い
る
。
文
書
を
問
答
体

に
し
た

こ
と
に
よ

っ

て
、
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
事
は
確
か
だ
が

「天
台
法
華
宗
義
集
」
だ

け
で
は
、
引
用
部
分
が
不
明
瞭
な
せ
い
で
天
台
大
師
の

「法
華
玄
義
」

や

「摩
詞
止
観
」
等
の
文
脈
を
知
ら
な
く
て
は
、
理
解
し
が
た
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。

天
台
学
の
正
確
な
入
門
書
と
し

て
は
、
「
天
台
法
華
宗
義
集
」
は
天

台
大
師

の
文
書
を
直
接
引
用
し
て
い
る
の
で
、
誤

っ
た
解
釈
を
す
る
危
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険
性
は
少
な

い
。
こ
の
撰
述

の
も
の
は
、
あ
る
意
味
で
、
た
だ
鋏
と
糊

で
天
台
大
師

の
文
書
を
抜
粋
し
、
貼
り
直
し
た
だ
け
で
、
創
造
性
に
欠

け
て
い
る
と
批
判
出
来
る
が
、
却

っ
て
想
像
力
豊
か
に
、
新
し
い
思
想

的
な
展
開
を
志
ざ
す
も
の
は
入
門
書
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
こ
の

意
味
で
、
「
天
台
法
華
宗
義
集
」
は
入
門
書
と
し
て
非
常

に
正
確
な
も

の
と
言
え
る
。
「天
台
四
教
儀
」
は

一
方
的
に
、
五
時
八
教

の
教
判
を

中
心
と
す
る
天
台
学
入
門
書

で
あ
る
。
「天
台
法
華
宗
義
集
」
も
序
文

に
於
い
て

「
四
教
と
五
味

の
首
先
に
局
す
る
所
以
は
、
此
れ
則
ち

一
代

の
教
綱
、

一
門

の
義
府
に
し
て
、
余
法
多
し
と
錐
も
此
れ
従
り
出
つ
れ

(
1
3
)

ば
な
り
。
」

と
教
判
を
重
ん
じ
る
が
、

こ
れ

は

「
四
教
五
味
」
の
教
判

で
あ
り
、
「
五
時
八
教
」
と
は
少
し
異
な
る
。

こ
の
天
台
教
判
問
題

は

関
口
真
大
先
生
や
、
佐
藤
哲
英
先
生
等
に
よ
り
、

す
で
に
詳

し
く
論

じ
ら
れ
て
来

た
問
題
で
あ
り
、
私
が
付
け
加
え

る
事

は
な

い
。
た
だ

一
つ
感
じ
る
の
は
、
「
五
時
八
教
」

の
時
間
的
、
歴
史
的

な
解
釈
よ
り

「
四
教
五
味
」
の
非
歴
史
的
、
仏
法
そ
の
も
の
の
展
開
と
教
判
の
解
釈

は
、
現
代
人
に
よ
り
受
け
入
れ
や
す
く
、
理
解
し
や
す
い
も
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
換
言
す
れ
ば
、
五
時
の
教
判
は
釈
迦
仏

の
八
十
年

の
歴

史
的
な
生
涯
を
強
調
す
る
。
菩
提
樹
の
下
で
悟

り
を
開

い
た
直
後

に

「
華
厳
経
」
を
説
き
、
そ
の
後
、
鹿
苑

へ
行
き

「
阿
含
経
」
を
説
き
、

晩
年

の
八
年
間
に

「
法
華
経
」
を
説
い
た
と
す
る
時
間
的
、
歴
史
的
な

解
釈
は
、
現
代
の
学
者
に
と
り
認
め
難
い
。

一
方

「
四
教
五
味
」

の
教

判
は
仏
法
そ
の
も
の
の
展
開
、
仏
典
に
於
け
る
箇

々
の
教
え
の
相
互

の

関
係
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
先
に
触
れ
た
天
台
思
想
独
特

の

四
重
的
パ
タ
ー

ン
に
相
当
す
る
。
最
初

の

「乳
」
は

「華
厳
経
」
が
代

表
す
る
仏
教
で
い
う
諸
法

の
相
互
関
係
等

の
教
義

を
指
す
。
「酪
」
は

「
阿
含
経
」
の
小
乗
的
無
我
や
因
縁

の
思
想
を
示
し
、

こ
れ
は
理
解

の

レ
ベ
ル
の
低
い
人
の
た
め
に
説
か
れ
た
教
え
で
あ
り
、
所
謂

「方
便
」

で
あ
る
。
こ
れ
は

「
四
教
」
で
言
え
ば

「蔵
教
」

に
当
た
り
、
三
諦
謁

の

一
行
目
の

「
因
縁
」
に
相
当

す
る
。
「生
酢
」

は

「
般
若
経
」
が
代

表
す
る
大
乗
の

「
空
」
の
思
想
を
指
し
、
通
教
と
三
諦

の
内
の

「空
」

に
相
当
す
る
。
「熟
味
」

の
教
え

は

「
空
」
を

「
無
」
と

し
た
偏

っ
た

理
解
を
避
け
、
存
在
を

「仮
名
」
と
し
て
認

め

る
菩
薩

の
知
見

で
あ

る
。

こ
れ
は
別
教

と
三
諦

の

「
仮
名
」
に
相
当

す

る
。
最
後

の

「醍

醐
」
は

「因
縁
」
「空
」
と

「仮
」
等
を
正
確

に
悟

る

「
中
」
の
智
慧

で
あ
り
、

こ
れ
は
円
教

・
中
道
に
相
当
す
る
。

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、

時
間
的
な

「
五
時
八
教
」
に
比
べ
、
天
台
の
教
判
を
現
代
に
も
生
か
す

も
の
と
す
る
。
「
天
台
法
華
宗
義
集
」
に
も
五
時

の
教
判

が
見
ら

れ
、

「
天
台
四
教
儀
」
に
も
五
味
の
教
判
は
有
る
が
、

「
天
台
法
華
宗
義
集
」

が
四
教
五
味
の
教
判
を
強
調
し
て
い
る
事
は
、
重
要
な
意
味
を
持

つ
。

天
台
学
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
様

々
に
展
開

し

て
来

た
も

の
で
あ

る
。
中
国
で
は
、
天
台
大
師
に
よ
り
明
確
に
説
き
明
さ
な
か

っ
た
問
題

や
、
残
さ
れ
た
課
題
を
湛
然
や
知
礼
等
が
取
り

上
げ
、
「
非
情
仏
性
」

や

「
性
悪
説
」
と
い
っ
た
テ
ー

マ
が
論
ぜ
ら
れ
た
。

そ
し
て
山
家
派
対

(
1
4
)

山
外
派
の
論
争
に
よ

っ
て
天
台
思
想
の
新
し
い
局
面
が
開
か
れ
た
。
日

天
台
学
入
門
書

と
し

て
の

「
天
台
四
教
儀
」

と

「
天
台
法
華
宗
義
集
」

(
S
w
a
n
s
o
n
)
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天
台
学
入
門
書

と
し
て
の

「
天
台
四
教
儀
」

と

「
天
台
法
華
宗
義
集
」

(
S
w
a
n
s
o
n
)

本
天
台
宗

も
、
天
台
学

(
止
観
業
)
の
み
な
ら
ず
、
密
教

(遮
那
業
)

や
、
律

(菩
薩
戒
)
等
を
取
り
入
れ
、
独
自
の
展
開
を
繰
り
広
げ
た
。

こ
の
よ
う

な
テ
ー
マ
を
解
明
し
て
い
く
天
台
思
想
史
も
興
味
深
い
も
の

で
あ
る
が
、
「
天
台
学
」
と
言
え
ば
、
ま
ず
、
天
台
大
師
自
身

の
思
想

を
中
心
と
な
し
又
、
根
本
と
す
べ
き
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
天

台
大
師
自
身
の
思
想
を
直
接
知
る
上
で

「
天
台
法
華
宗
義
集
」
は
非
常

に
便
利
で
あ
り
、
そ

の
意
味

で
は

「天
台
学
入
門
書
」
と

い
う
よ
り

も
、
「
天
台
大
師

の
教
学
入
門
書
」
と
し
て
初
期
天
台
学
を
知

る
上

に

勝
れ
た
性
格
を
も

つ
。

結
論
と
し
て
、
「
天
台
四
教
儀
」

の
方
が
簡
潔
で
使

い
易

い
た
め
、

天
台
学
要
語
等
に
慣
れ
る
に
は
、
最
も
便
利
な
入
門
書
で
あ
る
。
し
か

し
、

こ
の
書
は
あ
く
ま
で
も

「
五
時
八
教
」

の
教
判
を
中
心
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
天
台
学
の
他
の
勝
れ
た
思
想
や
修
行
法
に
つ
い
て
、
ほ
と

ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。
其
為
、
現
在
、
天
台
関
係

の
英
語
で
出
版
さ
れ

て
い
る
参
考
書
も

「
五
時
八
教
」
を
強
調
し
、

こ
れ
が
天
台
の
ア
ル
フ

ァ
で
あ
り
オ
メ
ガ
で
あ
る
か
の
様
な
偏

っ
た
印
象
を
与
え
て
い
る
。

一

方
、
義
真

の

「
天
台
法
華
宗
義
集
」
は
難
解
な
箇
所
も
多
く
、
理
解
を

助
け
る
参
考
書
も
な
い
。
従

っ
て
初
心
者
に
と
っ
て
使

い
難
く
、
不
明

瞭
な
箇
所
が
多
い
事
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し

「天
台
四
教
儀
」
よ
り

幅
広
く
天
台
の
思
想
と
修
行
法
を
解
釈
し
、
ま
た
天
台
大
師
の
文
書
を

直
接
紹
介

し
て
い
る
。
日
本
の
天
台
学
者
に
、

こ
の

「
天
台
法
華
宗
義

集
」
の
難
解
な
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、
詳
し
い
注
釈
書
を
編
纂
し
、

こ
の
書

物

が

天

台

学

の
入
門

書

と

し

て
使

い
易

く

な

る

よ

う

に

と

、

お

願

い

し
た

い

と

こ
ろ

で
あ

る
。

1

関

口
真
大
著

「
天
台
教
学

の
研
究
」
2
8
4
頁
。

2

中
尾
俊
博
著

「
日
本
初
期
天
台

の
研
究
」
2
5
2
-
2
5
6

頁
。

3

大
正
大
蔵

経
46
、
7
7
4
-
7
8
0

頁
。

4

大

正
大
蔵
経

74
、
2
6
3
-
2
8
1

頁
。

5

大
正
大
蔵
経

74
、
2
6
3
中
-
2
6
9
上
。

6

大

正
大
蔵
経

74
、
2
6
8
中
。

7

大
正
大
蔵
経

74
、
2
6
9
上
。

8

大
正
大
蔵
経

74
、
2
7
2
下

9

大

正
大
蔵
経

31
、

33
中
。

10

大

正
大
蔵
経

74
、
2
7
3
下
-
2
7
6
下
。

11

大
正
大
蔵
経

74
、
2
6
6
中
-

下
、
2
8
0
下
。

12

大
正
大
蔵
経

74
、
2
7
3
中

・
現

代
の
視
点

か
ら
見

れ
ば
、
「
縁
起
」
と

「
縁

生
」

は
両
方
梵
語

の
同
語
p
r
a
t
i
y
a
-
s
a
m
u
t
p
a
d
a

の
漢
語

で
あ
る

こ
と

を
知
り
、

そ
の

「
相

違
」

を
論
じ
る
の
は
不
思
議

に
思

え
る
。

13

大
正
大
蔵
経

74
、
2
6
3
中
。

14

安
藤
俊
雄
著

「
天
台
学
、
根
本
思
想

と
そ
の
展
開
」
2
9
9
-
3
7
1

頁
。

(
ウ
ィ
ス

コ
ン
シ
ン
大
学

・
P
h
.
 
D
.
) -56-


